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一
番
立
フ
ラ
イ
ス
盤
の
専

門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
創
業
し

た

牧
野
商
店
製
作
部

は
、

今
か
ら

年
前
、
フ
ラ
イ
ス

盤
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
歩

ん
で
い
く
決
意
を
、
新
社
名

「
牧
野
フ
ラ
イ
ス
製
作
所
」

に
込
め
た
。
同
社
の
ノ
ウ
ハ

ウ
は
そ
の
後
マ
シ
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
Ｍ
Ｃ
の
開
発
に
も

生
か
さ
れ
、
１
９
６
６
年
に

は
国
産
第
１
号
機
と
な
る
Ｍ

Ｃ
が
市
場
投
入
さ
れ
た
。

年
に
行
わ
れ
た
第
２
回
機
械

工
業
デ
ザ
イ
ン
賞
で
、
同
社

の
「
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
　

Ｍ
Ｃ
Ｐ
―

型
」
は
日
本
工

作
機
械
工
業
会
賞
を
受
賞

し
、
技
術
力
の
高
さ
と
デ
ザ

イ
ン
の
斬
新
さ
を
証
明
し
て

ざ
ん
し
ん

い
る
。

回
目
に
あ
た
る
今

回
、
同
社
の
「
立
形
マ
シ
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
　
Ｄ
３
０
０
」

に
も
、
モ
ノ
づ
く
り
を
支
え

る
工
作
機
械
専
門
メ
ー
カ
ー

と
し
て
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
、
色
濃

く
受
け
継
い
で
い
る
。

　
主
軸
と
な
る
Ｘ
／
Ｙ
／
Ｚ

軸
と
、
テ
ー
ブ
ル
側
の
Ａ
軸

・
Ｃ
軸
の
計
５
軸
で
加
工
を

施
す
同
製
品
は
、
稼
働
域
２

４
０
度
の
傾
斜
軸
Ａ
軸
と
、

３
６
０
度
連
続
回
転
す
る
Ｃ

軸
の
駆
動
に
「
高
ト
ル
ク
ダ

イ
レ
ク
ト
ド
ラ
イ
ブ

Ｄ

Ｄ

モ
ー
タ
ー
」
を
採
用

し
、
高
加
減
速
で
の
動
作
を

可
能
に
し
て
い
る
。
Ａ
軸
は

両
側
か
ら
の
支
持
に
よ
り
高

い
剛
性
を
持
ち
、
温
度
変
化

や
発
熱
に
対
し
て
、
安
定
し

た
高
精
度
を
保
つ
。
同
時
５

軸
加
工
の
動
作
を
滑
ら
か
に

制
御
す
る
「
高
速
ス
ム
ー
ズ

Ｔ
Ｃ
Ｐ
機
能
」
を
搭
載
す
る

こ
と
で
、
高
品
位
な
加
工
面

と
、
加
工
時
間
の
大
幅
な
短

縮
を
実
現
し
た
。
主
軸
に

は
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
や
鋳

鉄
、
ス
チ
ー
ル
か
ら
難
削
材

ま
で
の
多
様
な
素
材
に
対
応

す
る
工
具
を
用
意
し
、
粗
加

工
か
ら
仕
上
げ
加
工
ま
で
、

安
定
し
た
連
続
加
工
が
可
能

だ
。
主
軸
先
端
の
直
径
を
１

５
０

に
抑
え
、
さ
ら
に

円
筒
形
状
に
し
た
こ
と
で
、

加
工
対
象
物
ワ
ー
ク
へ
の

接
近
性
に
優
れ
る
。
主
軸
頭

内
に
ク
ー
ラ
ン
ト
ノ
ズ
ル
を

埋
め
込
み
、
配
管
が
露
出
し

な
い
デ
ザ
イ
ン
と
し
た
。
ま

た
「
主
軸
・
テ
ー
ブ
ル
干
渉

防
止
機
能
」
に
よ
り
、
自
動

・
手
動
運
転
に
か
か
わ
ら
ず

最
低
限
の
入
力
で
干
渉
を
防

止
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
一
方
、
ワ
ー
ク
の
確
認
を

容
易
に
す
る
た
め
、
ス
プ
ラ

ッ
シ
ュ
ガ
ー
ド
の
ド
ア
は
天

井
ま
で
一
体
に
な
る
よ
う
設

計
し
、
ド
ア
を
開
け
る
と
す

ぐ
ワ
ー
ク
の
確
認
が
で
き
る

よ
う
に
配
慮
し
た
。
油
空
圧

装
置
な
ど
の
周
辺
機
器
は
、

本
体
右
側
面
に
配
置
し
て
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
の
向
上
に

努
め
た
。
排
出
さ
れ
た
切
り

く
ず
は
、
機
内
に
留
ま
る
こ

と
な
く
、
テ
ー
ブ
ル
前
後
の

２
列
の
ト
ラ
フ
か
ら
排
出
さ

れ
る
構
造
を
採
用
。
大
量
の

切
り
く
ず
に
対
し
て
も
十
分

な
排
出
能
力
を
確
保
し
、
長

時
間
の
連
続
加
工
に
も
安
心

し
て
同
製
品
を
使
用
で
き
る

よ
う
に
し
た
。

　
旋
回
式
操
作
盤
に
は

液
晶
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
搭

載
。
色
彩
数
を
抑
え
た
画
像

操
作
環
境

Ｇ
Ｕ
Ｉ

は
高

い
完
成
度
を
有
し
て
い
る
。

特
に
全
て
の
画
面
選
択
ボ
タ

ン
を
表
示
す
る
「
画
面
選
択

マ
ト
リ
ッ
ク
ス
表
示
ボ
タ

ン
」
と
、
よ
く
使
う
機
能
を

登
録
可
能
に
し
た
「
フ
ロ
ー

テ
ィ
ン
グ
機
能
ボ
タ
ン
」

は
、
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
操
作

性
の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し

て
い
る
。

　
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
手
に

よ
る
ボ
ッ
ク
ス
形
状
の

造
形
処
理
は
、
コ
ン
パ

ク
ト
さ
を
追
求
し
て
チ

ッ
プ
コ
ン
ベ
ヤ
ー
を
本

体
へ
と
一
体
化
し
、
完

成
度
の
高
い
仕
上
が
り

と
な
っ
た
。
機
械
構
成

に
従
っ
た
ダ
ー
ク
ブ
ル

ー
／
ホ
ワ
イ
ト
／
ス
テ

ン
レ
ス
の
カ
ラ
ー
コ
ン

ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
ブ
ロ

ッ
ク
処
理
は
、
高
精
度

な
イ
メ
ー
ジ
を
嫌
み
な

く
造
形
化
す
る
こ
と
に

成
功
し
て
い
る
。
機
械
ト
ー

タ
ル
と
し
て
の
操
作
性
・
作

業
性
実
現
を
目
指
し
て
、
ハ

ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら

検
討
さ
れ
た
同
製
品
は
、
コ

ン
パ
ク
ト
で
高
性
能
な
機
械

を
演
出
す
る
の
に
成
功
し
て

い
る
。

制
御
盤
上
方
に
配

置
さ
れ
た
エ
コ
ボ
タ
ン

ア

キ
ュ
ム
レ
ー
タ
ー
と
ノ
ン
リ

ー
ク
弁
を
組
み
合
わ
せ
、
必

要
時
の
み
ポ
ン
プ
を
運
転
す

る
省
エ
ネ
油
圧
ユ
ニ
ッ
ト

イ
ン
バ
ー
タ
ー
駆
動
ポ
ン
プ

と
機
能
別
制
御
バ
ル
ブ
を
組

み
合
わ
せ
た
ク
ー
ラ
ン
ト
―

な
ど
、
省
エ
ネ
対
策
も
行
き

届
き
、
競
争
力
の
高
い
製
品

へ
と
仕
上
が
っ
て
い
る
。

ヤ
ン
マ
ー
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環
太
平
洋
連
携
協
定

Ｔ

Ｐ
Ｐ

交
渉
参
加
を
巡
る
議

論
の
中
で
、
と
り
わ
け
注
目

さ
れ
る
の
が
国
内
農
業
だ
。

自
給
率
の
向
上
や
、
国
際
競

争
力
の
あ
る
農
業
を
後
押
し

す
る
た
め
、
国
は
さ
ま
ざ
ま

な
政
策
を
打
ち
出
し
、
支
援

に
乗
り
出
し
て
い
る
。
昨
年

に
は
「
六
次
産
業
化
法
」

を
、
続
け
て
「
戸
別
所
得
補

償
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
農

家
の
多
角
化
・
経
営
規
模
の

拡
大
化
を
図
っ
て
き
た
。
実

際
、
稲
作
を
営
む
５

以
上

の
大
規
模
農
家
層
は
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
、
そ
れ
に
合

わ
せ
て
使
用
す
る
農
業
機
器

も
変
化
・
改
良
を
求
め
ら
れ

て
い
る
。
３
月
に
創
業
１
０

０
周
年
を
迎
え
た
ヤ
ン
マ
ー

は
、
同
社
独
自
の
開
発
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
て
「
自
脱
型

コ
ン
バ
イ
ン
　
ア
ス
リ
ー
ト

プ
ロ
　
Ａ
Ｇ
６
１
１
４
／
Ａ

Ｇ
７
１
１
４
」
を
開
発
。
農

業
の
効
率
化
を
強
力
に
後
押

し
す
る
。

　
開
発
に
あ
た
っ
て
参
考
に

し
た
の
が
、
顧
客
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
声
だ
。
「
一
層
の
高

速
化
」
の
要
望
と
、
一
方
で

は
「
速
度
は
上
げ
ず
に
能
率

を
上
げ
た
い
」
と
い
う
、
一

見
相
反
す
る
ニ
ー
ズ
に
対

し
、
「
毎
秒
２

の
６
条
刈

り
コ
ン
バ
イ
ン

全
作
業
能

率
９
％
ア
ッ
プ

」
と
、

「
刈
り
幅
２
２
６
０

の

７
条
刈
り
コ
ン
バ
イ
ン

全

作
業
能
率

％
ア
ッ
プ

」

を
開
発
す
る
こ
と
で
対
応
し

た
。
両
機
種
と
も
、
前
後
左

右
の
自
動
水
平
制
御
機
能
を

搭
載
。
ま
た
、
ク
ロ
ー
ラ
ー

幅
６
０
０

、
同
接
地
長

１
８
４
５

の
ワ
イ
ド
ク

ロ
ー
ラ
ー
で
安
定
し
た
湿
田

走
行
を
可
能
と
し
た
。

　
コ
ン
バ
イ
ン
の
年
間
使
用

平
均
時
間
は
１
５
０
時
間
に

も
な
る
。
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が

長
時
間
作
業
中
に
安
全
・
安

心
を
確
保
で
き
る
よ
う
に

「
操
作
性
」
「
視
認
性
」

「
居
住
性
」
を
重
要
視
し

た
。
操
作
性
の
向
上
に
む
け

て
電
子
制
御
化
し
た
「
強
制

デ
フ
式
操
舵
シ
ス
テ
ム
」
に

そ
う
だ

よ
り
、
車
感
覚
で
ク
ロ
ー
ラ

ー
車
両
を
操
作
で
き
る
よ
う

に
し
た
。
主
変
速
レ
バ
ー
の

最
高
速
度
を

―
１
０
０
％

の
範
囲
で
調
整
で
き
る
よ
う

に
し
、
ハ
ン
ド
ル
ス
テ
ア
は

段
階
の
調
節
が
可
能
だ
。

こ
れ
に
よ
り
、
畦
際
や
倒
伏

あ
ぜ
ぎ
わ

刈
り
な
ど
、
ゆ
っ
く
り
と
作

業
を
進
め
た
い
時
の
微
調
整

が
可
能
と
な
っ
た
。
ハ
ン
ド

ル
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
も
向
上
、

ア
ジ
ャ
ス
タ
ブ
ル
な
操
作
性

に
は
一
目
置
く
。
「
視
認

性
」
に
対
し
て
は
、
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
の
死
角
と
な
る
後
方

・
籾
排
出
口
に
カ
メ
ラ
を
設

も
み

置
。
運
転
席
の
モ
ニ
タ
ー
か

ら
同
時
に
確
認
で
き
る
デ
ュ

ア
ル
モ
ニ
タ
ー
を
採
用
し

た
。
夜
間
作
業
で
も
昼
間
と

同
様
の
作
業
環
境
を
確
保
す

る
た
め
、
照
度
分
布
を
配
慮

し
た
高
輝
度
ハ
ロ
ゲ
ン
ラ
イ

ト
や
、
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
ス
イ

ッ
チ
ボ
ッ
ク
ス
を
採
用
し

た
。
「
居
住
性
」
で
は
キ
ャ

ビ
ン
前
面
ガ
ラ
ス
と
エ
ア
コ

ン
ユ
ニ
ッ
ト
の
配
置
変
更

で
、
従
来
機
よ
り
頭
上
ク
リ

ア
ラ
ン
ス
を

高
く
し

た
。
足
元
ス
ペ
ー
ス
を
確
保

す
る
と
同
時
に
、
室
内
の
密

閉
性
を
向
上
さ
せ
、
エ
ア
コ

ン
性
能
向
上
や
低
騒
音

３
・
３

を
実
現
し
た
。

　
生
産
財
と
し
て
機
能
本
位

で
長
期
使
用
が
可
能
な
デ
ザ

イ
ン
、
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
モ

デ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
デ
ザ
イ

ン
を
目
指
し
て
「
質
実
剛

健
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
造
形

処
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。
同

社
独
自
の
「
ロ
ー
タ
リ
ー
ス

ク
リ
ー
ン
」
を
ア
イ
コ
ン
と

し
て
、
側
面
傾
斜
ラ
イ
ン
で

は
ス
ピ
ー
ド
感
を
、
刈
り
取

り
部
へ
の
大
型
マ
ル
チ
ラ
イ

ト
一
体
化
や
、
精
悍
な
正
面

せ
い
か
ん

性
に
よ
り
、
機
動
力
を
表
現

し
て
い
る
。
運
転
席
の
丸
ハ

ン
ド
ル
や
多
機
能
主
変
速
レ

バ
ー
、
セ
ン
タ
ー
デ
ィ
ス
プ

レ
ー
に
は
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
観
点
か
ら
検
討
が

さ
れ
て
お
り
、
同
機
は
プ
ロ

農
家
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

ふ
さ
わ
し
い
仕
上
が
り
と
な

っ
て
い
る
。
長
時
間
作
業
に

お
い
て
も
疲
れ
な
い
作
業
性

実
現
を
目
指
し
、
ハ
ー
ド
と

ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
作
業
ス

ピ
ー
ド
と
作
業
能
率
を
追
求

し
た
成
果
は
、
フ
ラ
ッ
グ
シ

ッ
プ
モ
デ
ル
と
し
て
、
プ
ロ

が
求
め
る
こ
だ
わ
り
を
満
足

さ
せ
る
仕
上
が
り
に
な
っ
て

い
る
。
自
脱
型
コ
ン
バ
イ
ン

が
開
発
さ
れ
て
半
世
紀
、
同

社
の
持
つ
技
術
力
が
、
一
つ

の
完
成
を
み
た
結
果
だ
と
評

価
さ
れ
た
。
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